
 －１－

　在宅福祉では、利用者の増加に伴い当初の計画より収入が増えましたが、安定した人材確

保が難しい状況にあります。サービスの質を確保するため、引き続き人材確保に努めてまい

　令和２年度においてはコロナ禍での事業実施となり、新たな課題も見えた年度でありまし

ります。

対応をするよう努めてまいります。

　財政状況については、事業の拡大に伴い、慢性的な財源不足が続いていることにより、振

興基金の取り崩しが恒常化しております。このままでは、数年で当該基金が枯渇することに

なります。

　当協議会の取り組んでいる事業において、新たな財源の確保には至らないことから、今後

さらなる歳出削減に努力を継続するとともに、抜本的な財源状況の改善を図るべく陸別町の

補助内容について協議を行ってまいります。

た。今後も事業実施にあたっては、刻々と変化するコロナの感染拡大を見極めながら適切な
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　こうした中、令和２年度においては新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定して

いた事業を中止したり、感染予防に努めながら事業を実施するなど大きな影響を受け、新た

　地域福祉活動事業では、自宅での生活を希望する高齢者等に対し、町と連携を密にしなが

ら、電話・給食サービス、介護用品給付事業、移送サービス事業を利用してもらうことがで

　当協議会は今年度の活動方針として、年齢や環境を超えた住民一人ひとりの暮らしと生き

いる地域住民の課題解決に向けた「地域福祉の推進」に取り組んでまいりました。

がいを守り、共に支え合う「地域共生社会」の実現を目指すとともに、行政と民間の狭間に

　また、支援を必要とする人に無料又は低額な料金で福祉サービスを積極的に提供すること

が社会福祉協議会の責務とされていることから、公益的な事業の充実と推進にも努めてまい

りました。

な課題への対応が求められました。

行っております。その中１名の方は日常生活自立支援事業より法人後見へ移行されており、

今後判断能力に不安のある方が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、支援員の確保、

ることができました。

　また、高齢者の閉じこもり防止や、地域における「繋がり」を持ち続ける場として、感染

予防に努めながら「ふれあい昼食交流会」や「ふれあいサロン」を実施し、生きがいづくり

や仲間づくりなど高齢者の交流が図られております。

　ボランティアセンター事業では、地域住民への働きかけにより中学校や個人で協力をいた

おやこひろば」などを充実させることができました。

だけるボランティアを発掘することができ、「給食サービス」「ふれあいサロン」「子育て

　権利擁護事業では、今年度新たに３名の方を法人後見人として受任し、現在６名の支援を

養成に継続して取り組んでまいります。

き、地域住民の方にも周知されるようになってきました。また、介護予防では「ふまねっと

　共同募金配分金事業では、新型コロナウィルス感染症の影響で小地域ネットワーク事業を

を行う自治会が少ない状況でありましたが、コロナ禍でも実施できる活動について、支援す

運動」や「ふれあいマージャンサロン」も、年度途中から再開することができ、今後も感染

予防を徹底し、事業が継続できるよう努めてまいります。



時　　　期 場　　　所 備　　　　　考

１）

5月27日 書面決議

3月25日 保健ｾﾝﾀｰ 評議員13名出席

２）

5月12日 書面決議

9月29日 保健ｾﾝﾀｰ 理事、監事 8名出席

12月24日 保健ｾﾝﾀｰ 理事、監事10名出席

3月17日 保健ｾﾝﾀｰ 理事、監事11名出席

３）

4月27日 社協事務所 （4/20外部監査実施）

7月27日 社協事務所

10月29日 社協事務所

1月21日 社協事務所

４） 随　時 3回開催

５） 随　時 26件

６）

・ 10月16日 帯 広 市 会長、事務局長出席

・ 11/5～6 札 幌 市 役員･職員4名参加
　　　　

７） 年　間

１） 7月～9月 全　　町

２） 年　間 36件 180,000円支出

３）

① 年　間

② 年　間

１） 年　間 147回　延548件

　　　　

（週３回～月・水・金）

ー　　２　　－

高齢者就労センター運営管理

住民弔慰供花料の贈呈

関係機関、福祉施設、福祉団体との連絡調整

福祉団体への活動支援

 　２． その他

社協会費増強及び会費増口の推進月間

民生児童委員活動との連携

 Ⅱ． 地域福祉活動事業

電話サービス事業の実施 《安否確認》

第４回 12月末基準日全般監査

三役会議の開催

福祉なんでも相談所の開設

各種大会、研修会等への参加 （主なもの）

十勝地区市町村社協会長･事務局長会議　

法人役員研修

第１回 令和元年度事業決算処理全般監査

第２回 6月末基準日全般監査

第３回 9月末基準日全般監査

振興基金の取崩し

令和３年度事業計画、収支予算の承認

諸規程の一部改正、要綱の制定

監査の実施

第４回 令和２年度補正予算

定款の一部改正

第２回 （報告・協議のみ）

第３回 諸規程の一部改正

理事会の開催

第１回 令和元年度事業報告、収支決算の認定

定款の一部改正

振興基金の取崩し

令和３年度事業計画、収支予算の承認

第１回 令和元年度事業報告、収支決算の認定

令　和　２　年　度　実　績　報　告

事　　　業　　　内　　　容

 【地域福祉拠点】

 Ⅰ． 法人運営事業

 　１． 会務の運営

評議員会の開催

第２回 令和２年度補正予算



時　　　期 場　　　所 備　　　　　考

２）

・ 年間（週５回）

・非課税 延 1,486食

（ ・課　 税 延   　79食

　　　　　　計 1,639食

３） 年　間 利用者 29名

・

　 ４）

① 年　間

21回開催 保健ｾﾝﾀｰ 参加者延 234名

② 週１回（木） 高齢者交流C 42回開催
　参加者延380名

10月1日 高齢者交流C 参加者 12名

3月18日 高齢者交流C 参加者 12名

５）

・ 年　間 足寄町 延 1,373人送迎

・ 年　間 町内外 延 99回実施

６） 年　間

７） 年　間
ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟ
ﾗｻﾞぷらっと

８回実施
参加者延 109名

高齢者交流C

８） 子どもカフェ事業の協力 　中　止

９）

① 　中　止

② 　中　止

　１０）

①

・池北３町老連交流大会の実施 　中　止

・生き生き元気発表会の後援 　中　止

②

　中　止

　中　止

③ 障がい者福祉の推進

その他福祉推進事業

老人クラブ活動助長

介護保険法で「要介護者」若しくは「要支援者」

で、一般の交通機関を利用するのが困難な方

ー　　３　　－

生活支援体制整備事業の実施

認知症カフェの実施

地域福祉活動推進事業の実施

第２１回ふれあいビールまつり

りくべつ鉄道まつり事業協力

各種スポーツ大会への参加の支援

・陸別町老連軽スポーツ交流大会の支援

・社協会長杯ゲートボール大会

・ふれあいマージャン大会②

移送サービス事業の実施

人工透析患者の通院 （足寄町国保病院）

（週３回～月・水・金）

・ふまねっと運動の推進

　　・ふまねっと運動教室の開催

《毎週１回開催》 協力：ふまねっと☆りくべつ

ふれあいマージャンサロンの開催

・ふれあいマージャン大会①

※社協負担（非課税世帯） １食 400円

業務委託 ～ ㈲浜田旅館

介護用品給付事業の実施

介護度１～５ （全世帯対象）

　≪１月チケット５枚まで利用可≫

介護予防事業の実施

食の自立支援事業の実施

給食サービス事業の実施

利用料 ～ 非課税世帯　１食　300円 （宅配は、ボランティア対応）

課税世帯　　 １食　700円 ）

事　　　業　　　内　　　容



時　　　期 場　　　所 備　　　　　考

④

・学童、生徒のボランティア活動普及 年間

・交通遺児世帯への見舞金贈呈 （対象者なし）

１） 保健ｾﾝﾀｰ ６回開催

協力 ～ 延参加者　 142名

２） 　中　止

３） 年　間 8自治会実施

４）

① 年　間

② 年３回 全戸配布

５） 対象者 38名

６） 　中　止

７） 冬期間 延 24件

・

８） １２月 7件 　210,000円支出

９） 年　間 高齢者交流C 7回開催

・ふれあいサロン「ひだまり」の開催 延参加者　 138名

１０） 10月～12月 全　　町

　 １） 年　間

　 ２） 年　間

　 ３） 年　間 登録ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 団体　２団体　１１名

個人　　　　　　　9名

　 ４） 年　間

　 ５） 子育て支援の実施 年　間

　 ６） 年　間

・ 江別市 　中　止

　 ７） 年　間

・ 足寄町 　中　止

 Ⅳ． ボランティアセンター事業

生き生き元気昼食会の実施 （60歳以上の町民）

除雪サービス事業の実施

積雪10㎝以上で出勤

利用料 ～ １回　200円

地域住民交流事業の実施

ー　　４　　－

ボランティア活動のPR

ボランティアグループ活動の助長並びに後援

とかちボランティアプラザ推進委員会事業への協力

ボランティアミニ愛ランド

ボランティア活動実践登録者の推進

ボランティアの相談・あっせん・育成

各種大会・研修会等への参加

ボランティア愛ランド2020

「ふれあい広場」事業の開催

小地域ネットワーク活動の普及推進

調査広報活動事業

調査、情報収集の推進

歳末たすけあい義援金の配分

赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金運動

の推進

広報社協だより「ふれあいネットワークりくべつ」の

発行＜第120・121・122号＞

育児ママ応援事業の実施

事　　　業　　　内　　　容

児童福祉の推進

 Ⅲ． 共同募金配分金事業

ふれあい昼食交流会の実施

陸別町婦人会

若葉町、東１条１区、東１条２区、緑町、元町、新町１区、
上・北斗満、小利別



時　　　期 場　　　所 備　　　　　考

　 １） 年　間

① 随　時 26件

②

③ 随　時 新規３件受任

④ ３回 保健ｾﾝﾀｰ

⑤ （令和３年度開催予定）

⑥ 随　時

⑦ ２回 陸別町役場 10月　参加者　9名

（リモート開催） 　2月　参加者　7名

⑧ 随　時

⑨ 随　時

２）

① 年　間 受任件数　6件

② 支援員　 15名

３） 受託件数　1件

① 支援員　   5名

②

③

　 １） 年　間 １件

　 ２） 12月～2月 （貸付なし）

　 １） 年　間 1件 50,000円貸付

　 １） 年　間

・ 利用者18名 延   993回

・ 利用者 8名 延   289回

　 ２） 年　間 利用者 1名 延     22回

　 ３） （実績なし）

　 ４） 年　間 0件

訪問介護事業

 【在宅福祉拠点】

訪問介護事業の運営

ー　　５　　－

法人後見事業

福祉総合相談窓口（福祉なんでも相談）

成年後見制度の普及、啓発

成年後見申立等の調整、対応、支援

受任等調整会議の開催

市民後見人養成

市民後見人活動支援

 Ⅵ． 資金貸付事業

　 １． 生活福祉資金貸付事業　（道社協受託事業）

生活福祉資金貸付の推進

特別生活資金（冬期生活資金）貸付事業の推進

法人後見受任業務

後見支援員登録、活動

日常生活自立支援事業　（道社協受託事業）

福祉サービス利用援助

日常的金銭管理、書類等預かりサービス

支援員の登録・指導・助言・現任研修等

総合事業

訪問入浴介護事業の運営

障害者等居宅介護事業の運営

苦情処理業務の苦情窓口の設置

関係機関との連携、調整

市民後見人フォローアップ研修の開催

事例検討会議の開催（地域ケア会議との連携）

事　　　業　　　内　　　容

 Ⅴ． 権利擁護事業

成年後見実施機関業務　（陸別町受託事業）

生活応急資金の貸付　

　 ２． 生活応急資金貸付事業


